






















































































































































































































































































































































　「齊頭」 「箭子」は米の品種名。 「齊頭」は丸い米。 「箭子」































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































て、その家の罪状を報告をするのだという。その前に竈の神様の乗る雲の車、風の馬よ、まだしばらくはとどまってくだされ。家 は酒 あるし御馳走もあります。お祭りも盛大に行います。豚の頭はじっくり煮込ん 柔らかく、二匹の魚はぴちぴちと新鮮です。あんこは甘くて柔らかで、団子は白くてまんまるです。男 子はあなた様にお酒を捧げ、女の子は後ろに下がっています。竈の前で酒を地面に ぎ、紙銭を焼い 旅のご無事 祈ります。竈の神様に喜んでいただけるはずです。 しためたち 悪口雑言には耳をお貸しなさいますな。犬や猫がおしっこを掛けても、どうかお怒りになりませんように。神様がいっぱい飲んで、たらふ 食べて 天の門まで登って行かれるのをお見送りします。天へ行かれ どうかひしゃくの柄が長いとか短いとか、細 ことは口になさい すな。もう があったら、帰られた後、どうぞおすそ分けをお忘れなく。
口こうすうしゅくこう
































































































































































































者の分まで含めて人数分を作って共に食べる小豆粥。邪気を払うという。人数分作るから口数 という。南宋・呉自牧『夢粱録』巻六、 十二月の条に「二十五日、士庶の家、赤豆の を煮て食神を祀る。名づけて人口粥曰う。猫狗有る者も亦た
焉これ
に与る。何の典に出づるかを知らず。 」とある。



























はこすって音を立てる。きしらせる。 「鐺」はなべ。 『漢書』楚元王伝に、漢の高祖が微賤のとき、嫂のところに客を連れて来ることがしばしばあったが、嫂はこれを嫌い、偽って釜の底をこすって音を立て、羹の無くなったことを示して客を追い返した。 「嫂、叔の客と与に来たるを厭い、陽りて羹尽きたりと為して釜 らす。客
 故を以て去る。 」顔師古の注に「勺





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































万斛を損す／呉儂此れを記して年穀 占う」とあり、 その題下の 注に「呉諺に云う、秋孛轆
〔雷がゴロゴロ鳴る〕
すれば万斛を損す、と。立秋の日の
































らくさ科の多年生草本。皮の繊維で布を織る。 節 がなければ長 繊維が取れる。
故郷の村の十二月二十五日。長い竿の先にかがり火をつけて、夜、田ん
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































鑚入し 漸く没して所を失う。後、商人が家漸く貧し 今、北人正旦の夜、糞掃の辺に立ち、人をして杖を執りて糞堆を打たしめ、以て仮の痛みを答えしむ。又た細縄を以て偶人を繋ぎ 糞掃中に投じて云う 願いの如くなら令めよと 意う 亦た如願の故事 すのみ。 」
　
また『捜神記』巻四に
よれば「廬陵の欧明、賈客に従い、道に彭沢湖を経。毎に舟中有る所多少を以て湖中に投じて云う 以て礼と為す 。積むこと数年、 後
 復た過るに、

















俗誌』第一巻（一九四〇、支那民俗誌刊行会）の記述によっ 示せば 「欧明は段々と生活が楽になって来ると心に驕りが生じて、次第 如願 対する愛情が失せて行った。さうし 或 年の正月のこと、どうし 事かいつも早朝から起きて働いて呉れる如願が 此の日に限って朝寝 して起きなかった。そこで戴欧明は正月早々縁起でもないといって如願を打った。すると如願は急に起き上がって、そのまま家を走り出て、後園 塵塚の中に駆け込んで、 其のまま姿を消して仕舞った。 （中略） 。 （欧明は） 棒切れを持って来て、塵溜を掻き回したり、其の上を打ったり 百方捜 て見た 、遂に其の行方は分からなかった。呼べども叫べども答へは かった 欧明



























































































































































































同じ。投瓊はさいころを投げる。博奕をする 珍しい灯籠は値段が高いので、数人で金を出し合って買い、かけ して勝った者がそれを手に入れるのである。 「臘月村田楽府 其二「燈市行」にも「酒壚
 博簺
 歌
呼を雑え／夜夜長しえに正月半ばの如し とあ 。 「博簺」 自注の「呼盧」もかけ、博奕の意。


















































































































































































































































































































































































































































































































































跑旱船。 「旱船」は陸上を行く船の意。 「高粱、木又は竹 以て





























































































































































は食品名で今の春巻のようなもの。具の中にめでたい言葉を記したおみくじのようなも をはさみ、養蚕 吉凶を占う。 『開元天宝遺事』天宝下「探官」の条には「都中、正月十五日に至る毎に麪繭を作り、官位を以て子（中に入れる具材）に帖り 官位 高下 卜い、或いは筵宴を
賭して、 以て戯笑を為す。 」 とあるのは古い例であり、 南宋の楊万里に 「上元の夜、里俗、粉米もて繭絲を為り、吉語を書きて其の中に置き、以て一歳 福禍を占う。之を繭卜と謂う。因りて戯れに長句を作る」と題する詩（『誠斎集』巻五）があり、 「児女玉を炊きて繭絲を作り／中に吉語を蔵し 黙して祈る有り／小児は身の官を取ること早きを
祝いの
り／小





ずれも女性が髪に挿 かんざ 。 （元宵節の夜は人ごみでごった返すため、翌朝、かんざしがたくさん道路に落ちていた いう。 ）
























































































































ずれば翻り成る白玉花／紅粉の美人 喜子を占い／白頭の老叟は生涯を問う」云々とある。清・顧禄『清嘉録』正月「爆孛婁」の条に「郷農、糯穀 以て焦釜に入れ、老幼各々一粒を占う。爆孛婁と曰う 流年の休咎を卜すと謂う」と 永尾龍造 支那民俗誌』第二巻五一七頁「爆































































































































を以て筲箕に挿し、 灰を桌上に布きて之に画く 能く詩詞を作る者有り。…亦た能く時賦・時論・記跋の類を作る者有り。往往敏 して工み也。禍福を言うも卻って多く験あらず。 」
　
また永尾龍造『支那民俗誌』第二


















































































































































































































































〇富壽蓀・校『范石湖集』 〔中国古典文学叢書〕 （二〇〇六年、上海古籍出版社）〇四部叢刊本『石湖居士詩集』 （上海涵芬楼蔵愛汝堂刊本影印本）〇四庫全書本『宋詩鈔』巻六三（中國哲學電子化計劃影印本）〇周汝昌『范成大詩選』 〔中国古典文学読本叢書〕 （一九九七年、人民文学出版社）〇周錫
『范成大詩選』 〔中国歴代詩人選集〕 （一九八六年、三聯書店香港分店）
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